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研究成果の概要（和文）：老化により味感受性が変化するがその詳細なメカニズムは不明である。一方，認知・
記憶障害が味感受性に影響を及ぼす可能性が示されている。本申請では，老化による味感受性変化の原因解明を
目指し，主に認知・記憶機能と味感受性の関係について検討した。アルツハイマー病（AD）患者では味感受性の
変化が報告されている一方，ADマウスの味感受性は野生型のそれと有意な差がなかった。また，老化促進マウス
を用いて味感受性と認知機能の経時変化を比較した結果，味感受性の変化は認知機能の低下よりも早期に顕在化
することがわかった。これら結果から，認知・記憶機能の低下が老化による味感受性変化の原因にはなり得ない
と考えられた。

研究成果の概要（英文）：Some research has suggested that cognitive or memory functions decline with 
aging, and a decline in function affects taste function. This study aimed to elucidate the cause of 
changes in taste sensitivity with aging and investigated the relationship between cognitive or 
memory functions and taste sensitivity. In the Alzheimer’s disease mice model, taste sensitivities 
were not significantly different from those of wild-type mice. Furthermore, by comparing changes in 
taste and cognitive function over time using senescence-accelerated mice, it was found that the 
change in taste sensitivity manifested earlier than the decline in cognitive function. These results
 suggest that deterioration of cognitive or memory functions cannot cause aging-related changes in 
taste sensitivity.

研究分野： 食品科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
加齢による生理機能の変化は，長年にわたる生活習慣や生活環境などが複雑に絡み合い，その実態把握を難しく
している。味覚もその例外ではなく，加齢により影響を受ける。味覚は食行動に強い影響を及ぼすことから，加
齢による味感受性低下の要因を明らかにすることは，高齢者の健康を維持する上で重要になる。今後もこれら取
り組みを進め，加齢による味感受性変化のメカニズムを解明すると共に，その成果を活かして，味感受性変化の
予防法の開発に繋げたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
先進国では高齢化が急速に進み，特にわが国においては超高齢社会に突入した。社会保障費の

増大とともに人的財産の確保という面においても高齢者の健康維持は社会的な関心事となって
いる。健康を維持するためのアプローチのひとつに，栄養バランスのとれた食事摂取がある。加
齢に伴い，食事摂取量の低下や摂取品目の偏りなど，食事の質が低下してしまうことが懸念され
ている。食事の質の低下は体力低下を招き，次いで食欲の減退を招くという悪循環に陥る。した
がって，食事の質を保つことは健康を維持する上で鍵になり得る。食事の質が低下してしまう原
因として，加齢に伴う味感受性の低下があげられる。しかし，加齢によってなぜ味感受性が低下
してしまうのか，その詳細なメカニズムは不明である。 
これまで申請者らは，若齢と高齢マウスを用いて，老化により味覚機能がどのように変化する

のかそのメカニズムを検討してきた。その結果，マウスにおいても加齢に伴い味感受性が変化す
ること，そのとき老化による影響はすべての味質でみられるわけではなく，苦味や塩味といった
特定の味質にのみ影響が認められることを見出した。次いで，この変化の発生要因を，味蕾にお
ける味覚受容体の発現と味蕾細胞の代謝速度という口腔内の味受容機構の観点から検討した。
しかしながら，代表的な味覚受容体の mRNA 量に老化の影響は認められなかった。また，代謝速
度に関して，高齢マウスで低下傾向が認められたものの，若齢マウスとの代謝速度の間に有意な
差は認められなかった。したがって，老化による味感受性の変化は末梢味覚器の機能低下によっ
て導かれたものではないと考えられた。 
様々な年代の被験者を対象とした脳波記録から，味刺激に対する中枢応答が加齢に伴い変化

することが報告されている。つまり，中枢機能の変化が老化による味感受性変化の要因になり得
ると考えられた。実際，脳機能障害が味感受性に影響することが知られている。代表例として，
アルツハイマー病（AD）患者における味感受性変化が知られている。AD は特に高齢者で多く認
められる認知障害の一つである。AD患者では非 AD患者に比べ味覚閾値が高いことが報告されて
いる。この知見は，記憶や認知機能が味覚に及ぼす可能性を示唆する。 
一方これまでに様々な食品から抗老化成分として機能する化合物の存在が報告されている。

その効果は多岐にわたり，筋肉や内臓，脳に作用することで抗老化作用を発揮すると考えられる。
したがって，抗老化成分の摂取は味感受性をも改善させる可能性がある。しかし，実際に抗老化
成分の摂取が味感受性の改善に繋がるかどうか明らかではない。 
 
２．研究の目的 
本申請では，老化による中枢機能の劣化が味感受性に及ぼす影響に着目した。特に認知機能低

下と味感受性との関係について，各種モデルマウスを利用して検討した。同時に，認知機能の改
善が報告されている抗老化食品成分の摂取が老化による味感受性変化に及ぼす効果について検
証した。 
 
３．研究の方法 
実験動物と飼育スケジュール 
アルツハイマー病（AD）モデルマウス 認知機能と味感受性との関係を調べるために，AD モ

デルである App-KI マウス（♂）を利用した。認知機能の低下が認められた 60週齢以降の個体を
用いて味行動試験を実施した。対象群として，同週齢の C57BL/6J マウス（♂）を使用した。 
老化促進マウス 認知機能と味感受性の経時的な変化を調べるために，老化促進系統 SAMP1 マ

ウス（♂）を利用した。70および 80週齢時に味行動試験と短期記憶試験を実施した。対照群と
して若齢群（8週齢）を設け，同時に各試験を行った。 
α-グリセロホスホコリン（GPC）摂食実験 摂食実験には C57BL/6J マウス（♂）を使用した。

実験期間を通じて通常固形食で飼育した若齢および高齢マウスと，60 週齢から GPC を含有した
固形食で飼育した GPC 摂取高齢マウスの 3群に分け，105 週齢以降に味行動試験を実施した。味
行動試験終了後に解剖し，海馬サンプルを採取した。若齢マウス（8週齢）は高齢マウスの比較
対象群とした。 
 
味行動試験  
味感受性は 48時間二瓶選択試験もしくはリック試験にて評価した。48 時間二瓶選択試験は水

と味溶液を 48 時間提示し，全体の飲水量に対する味溶液の飲水量の割合から嗜好率を算出する
方法である。リック試験は味溶液を提示した際の舐め行動から感受性を算出する方法である。味
溶液として，基本五味を代表する NaCl（塩味），デナトニウム（苦味），クエン酸（酸味），スク
ロース（甘味），グルタミン酸 Na＋イノシン酸混合溶液（うま味）のいずれかを利用した。 
 
定量 PCR 測定  
GPC 摂取実験において，海馬サンプルを使用して定量 PCR 測定を行った。各サンプルから total 

RNA を抽出し，逆転写反応を行い，cDNA を合成した。Ampa1，ActivinβA，Vesl-1S など認知機
能に関する分子を対象とし，そのプライマーを設計し実験に供した。  



 
４．研究成果 
1）認知機能低下が味感受性に及ぼす影響 
まず，AD モデルマウスを用いて，認知・記憶機能が味感受性に及ぼす影響を調査した。予想

に反し，AD モデルマウスの味感受性は野生型のそれと有意な差がなかった。一方，AD 治療薬を
投与したマウスでは味感受性の変化が確認された。したがって，AD 患者で認められた味感受性
変化は服薬に起因する可能性が考えられた。また，老化促進マウスを対象として，味覚と認知機
能の経時変化を比較したところ，味感受性の変化は認知機能の低下よりも早期に顕在化するこ
とがわかった。これら一連の成果から，認知・記憶機能の低下が加齢に伴う味感受性変化の原因
にはなり得ないと考えられた。 
 
２）抗老化食品成分による味感受性変化の抑制効果  
抗老化成分として，酒粕や卵，大豆などに含

まれるコリン前駆体である GPC に着目した。そ
の分子メカニズムは不明であるものの，GPC 摂
取は認知機能低下の予防や肝機能障害の改善
効果など，様々な抗老化作用が知られている。
そこで GPC を 60 週齢から 1年間摂取させた高
齢マウスを用いて，GPC 摂取が加齢に伴う味感
受性の変化を抑制するかどうかを検討した。ま
ず，GPC 摂取による抗老化作用を確認するため
に，GPC 摂取が海馬の遺伝子発現に与える影響
を解析した。その結果，長期間 GPC を摂取する
ことで海馬の長期記憶関連遺伝子の老化によ
る発現量変化が有意に抑制されることを観察
した（図 1A）。したがって，GPC の抗老化作用
はこれら遺伝子の発現量改善に起因すると考
えられた。GPC 摂取による抗老化作用が認めら
れたことから，次いで味感受性変化に及ぼす効
果を観察した。老化の影響を強く受ける塩味と
苦味を対象とし，その感受性を若齢マウス，高
齢マウス，および GPC を摂取させた高齢マウス
で比較した。しかしながら，高齢マウスで観察
された味感受性変化は GPC 摂取によって抑制
されなかった（図 1B）。この結果から，老化に
よる味感受性の変化は，認知機能とは異なる経
路を介して生じることと考えられた。 
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